
奨
学
金
は
何
の
た
め
？

　

文
部
科
学
省
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
高
校
を
卒
業
し
た
学
生
の
７
割
が
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
な
ど
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
大
学
な
ど
の
学
費
は
上
昇
し
て
お
り
、

私
立
大
学
で
は
、
年
間
授
業
料
だ
け
を
見
て
も
、

文
系
学
部
で
１
０
０
万
円
程
度
、
理
系
学
部
で

は
１
５
０
万
円
程
度
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
希
望
す
る
学
校
に

進
む
に
は
準
備
し
て
き
た
教
育
資
金
で
は
足
り

そ
う
に
な
い
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
十
分

な
準
備
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
と
き
に
考
え

ら
れ
る
の
が
奨
学
金
の
利
用
で
す
。

　

奨
学
金
と
は
、
学
生
が
経
済
的
な
理
由
で
進

学
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
在
学
中

に
必
要
な
学
費
や
生
活
費
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。
奨
学
金
に
は
返
還
義
務
の
な
い
給
付
型
と
、

返
還
義
務
の
あ
る
貸
与
型
が
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
日
本
の
奨
学
金
の
ほ
と
ん
ど
は
貸
与
型
で
す
。

貸
与
型
の
奨
学
金
は
、
学
生
時
代
に
受
け
取
っ

た
金
額
を
卒
業
後
に
働
い
て
返
す
の
で
す
か
ら
、

学
生
自
身
が
「
お
金
を
借
り
る
」
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
奨
学
金
を
返
還
で
き
ず

に
延
滞
す
る
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
で
は
、
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
経
済

状
況
な
ど
に
配
慮
し
た
制
度
の
見
直
し
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金

　

文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
で

あ
る
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
、
学
生

の
約
２
・
６
人
に
１
人（
平
成
27
年
度
実
績
）が

利
用
し
て
い
る
奨
学
金
制
度
の
代
表
格
で
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学

金
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

奨
学
金
を
申
し
込
む
前
に

考
え
て
お
き
た
い
こ
と

子
ど
も
が
希
望
す
る
進
路
な
ら
、何
と
か
し
て
進
ま
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
の
が
親
心
で
し
ょ
う
。

た
だ
、教
育
費
の
準
備
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
考
え
ら
れ
る
の
が
奨
学
金
制
度
の
利
用
で
す
。

今
回
は
「
奨
学
金
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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１ 
貸
与
型
奨
学
金

　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
利
用
さ
れ
る
奨
学
金

は
、
ほ
と
ん
ど
が
貸
与
型
で
、
無
利
息
の
第
一

種
奨
学
金
と
利
息
付
の
第
二
種
奨
学
金
が
あ
り

ま
す
。
希
望
す
れ
ば
誰
で
も
貸
与
を
受
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
学
生
本
人
の
学
力
と
家
計

（
世
帯
人
数
と
収
入
・
所
得
）の
そ
れ
ぞ
れ
に
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す（
図
表
１
）。
学
力
基

準
は
第
一
種
奨
学
金
な
ら
高
校
の
評
定
平
均
が

３
・
５
以
上
で
あ
る
こ
と
、
第
二
種
奨
学
金
な

ら
高
校
の
成
績
が
学
校
の
平
均
水
準
以
上
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
第
一
種
奨
学
金
の
希
望
者
の
う
ち
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
学
生
に
つ
い
て
は
学
力
基
準
に

満
た
な
く
て
も
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
家
計
基
準
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
自

営
業
者
か
、
ま
た
世
帯
人
数
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
例
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
４
人
世

帯
の
場
合
、
第
一
種
奨
学
金
で
年
収
７
４
７
万

円
以
下
、
第
二
種
奨
学
金
な
ら
年
収
１
１
０
０

万
円
以
下
が
目
安
で
す
。

　

貸
与
額
は
、
奨
学
金
の
種
類（
第
一
種
、
第

二
種
）や
、
進
学
す
る
学
校
の
種
類（
大
学
、
短

大
、
専
修
学
校
な
ど
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
月
に
３
万
円
か
ら
12
万
円
で
す
。
ま
た
、

入
学
月
に
10
万
円
か
ら
50
万
円
の
範
囲
で
増
額

し
て
も
ら
う
入
学
時
特
別
増
額
制
度
も
あ
り
ま

す
。

　

第
二
種
奨
学
金
は
利
息
付
で
す
が
、
在
学
中

は
利
息
が
課
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
金
利
は
住
宅
ロ

ー
ン
と
比
べ
て
も
か
な
り
低
い
水
準
と
い
え
ま

す
。
２
０
１
７
年
３
月
に
卒
業
し
た
学
生
に
適

用
さ
れ
た
利
率
は
、
利
率
固
定
方
式
で
０
・
３

３
％
、
利
率
見
直
し
方
式（
５
年
ご
と
に
市
中

金
利
に
応
じ
て
利
率
を
見
直
す
）で
０
・
０
１

％
で
し
た
。
金
利
の
上
限
は
３
％
と
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
利
率
固
定
方
式
と
利
率
見
直
し
方
式

の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
申
込
時
に
決
め
ま

す
が
、
在
学
中
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２ 

給
付
型
奨
学
金

　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
を
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
も
っ
と
も
、
今
の
と
こ
ろ
利
用
で
き
る
人

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
①
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
学
生
、
ま
た
は
②
18
歳
時
点
で
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
い
る
な
ど
社
会
的
養
護
が
必

要
な
学
生
で
、
学
力
資
質
と
も
に
優
秀
な
学
生

と
し
て
在
学
す
る
高
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
の

な
か
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。
給
付
額
は
進
学
先

の
学
校
の
種
類
と
自
宅
通
学
か
自
宅
外
通
学
か

で
異
な
り
ま
す
が
、
毎
月
２
万
円
か
ら
４
万
円

で
す
。
給
付
型
奨
学
金
だ
け
で
学
費
を
ま
か
な

う
に
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
に

苦
し
い
学
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
助
け
と
な
る

で
し
ょ
う
。
貸
与
型
の
第
一
種
奨
学
金
、
第
二

種
奨
学
金
と
併
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

３ 

貸
与
型
奨
学
金
の
申
込
み
か
ら
受
給
ま
で

　

貸
与
型
奨
学
金
の
申
込
み
方
法
に
は
、
大
学

・
短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
へ
の
進

学
前
に
行
う
予
約
採
用
と
、
進
学
後
に
行
う
在

学
採
用
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。
学
費
に
つ
い

て
心
配
す
る
こ
と
な
く
受
験
勉
強
な
ど
に
専
念

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
奨
学
金
の
貸
与

を
約
束
し
て
も
ら
え
る
予
約
採
用
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
予
約
採
用
の
募
集
は
通
っ
て
い
る
高
校

を
通
じ
て
行
わ
れ
、
募
集
時
期
は
原
則
と
し
て

毎
年
、
第
一
種
奨
学
金
は
春
、
第
二
種
奨
学
金

は
春
と
秋
で
す
。
た
だ
、
募
集
時
期
は
変
更
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
高
校
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
在
学
採
用
は
、
毎
年
春
に
進
学

先
の
学
校
で
募
集
が
行
わ
れ
ま
す（
具
体
的
な

募
集
時
期
は
必
ず
学
校
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）。
予
約
採
用
で
不
採
用
に
な
っ
た
場
合
も
、

在
学
採
用
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
予
約
採
用
の
場
合
に
は
通
っ
て

い
る
高
校
を
、
在
学
採
用
の
場
合
に
は
進
学
先

の
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
申
込
み
の
際
は

世
帯
の
収
入
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

申
込
時
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
て
、
前
述
の
①
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学

金
の
利
用
の
有
無
と
金
額
、
②
利
率
の
算
定
方

法（
利
率
固
定
方
式
か
利
率
見
直
し
方
式
か
）の

ほ
か
、
③
貸
与
月
額
、
④
保
証
制
度
、
⑤
返
還

方
式
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
④
保
証
制
度

に
つ
い
て
は
、
人
的
保
証
と
機
関
保
証
か
ら
選

択
し
ま
す
。
人
的
保
証
は
連
帯
保
証
人（
原
則

と
し
て
父
母
）お
よ
び
保
証
人（
主
に
お
じ
・
お

ば
）に
よ
る
保
証
で
す
。
機
関
保
証
は
保
証
機

関
に
保
証
料
を
支
払
っ
て
連
帯
保
証
し
て
も
ら

う
制
度
で
、
保
証
料
は
毎
月
の
奨
学
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。
例
え
ば
月
額
８
万
円
の
第
二

種
奨
学
金
を
借
り
て
４
年
制
の
大
学
に
通
う
場

合
の
保
証
料
は
月
額
４
３
２
０
円
で
す
。
い
ざ

保
証
人
を
頼
む
と
な
る
と
相
手
の
了
承
を
も
ら

う
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
人

的
保
証
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
場
合
は
、
早

め
に
お
願
い
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

奨
学
金
の
貸
与
が
始
ま
る
の
は
入
学
し
た
後

で
、
以
後
卒
業
す
る
年
の
３
月
ま
で
毎
月
銀
行

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
入
学
時
特
別
増
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
最
初
の
振
込

み
と
同
時
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
予
約
採
用
で

奨
学
金
の
受
給
が
決
ま
っ
て
い
て
も
、
入
学
手

続
き
に
必
要
な
費
用（
入
学
金
、
施
設
費
、
半

年
分
の
授
業
料
な
ど
）に
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金
を
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ

か
の
方
法
で
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

在
学
中
に
は
、
毎
年
１
回
「
奨
学
金
継
続

願
」
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
生
と
し
て

の
適
格
性
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
留
年
で
す
。
奨
学

金
の
受
給
は
、
確
実
に
学
業
を
修
了
で
き
る
こ

と
が
条
件
に
な
る
の
で
、
も
し
留
年
や
休
学
を

し
た
場
合
は
、
継
続
し
て
奨
学
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

４ 

奨
学
金
の
返
還

　

卒
業
し
て
か
ら
７
カ
月
後
、
３
月
に
卒
業
し

た
場
合
な
ら
10
月
に
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
返

還
は
、
①
定
額
返
還
方
式
と
②
所
得
連
動
返
還

方
式
の
う
ち
申
込
時
に
選
択
し
た
方
式
に
し
た

が
っ
て
行
い
ま
す（
第
二
種
奨
学
金
の
場
合
は

①
の
み
で
②
の
選
択
は
不
可
）。
①
定
額
返
還

方
式
の
場
合
、
月
返
還
額
と
返
還
期
間（
最
長

20
年
）は
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の
総
額
と

割
賦
方
法（
毎
月
同
額
か
ボ
ー
ナ
ス
月
に
増
額

す
る
か
）に
応
じ
て
自
動
的
に
決
ま
り
ま
す
。

例
え
ば
月
額
６
万
４
０
０
０
円
の
第
一
種
奨
学

金
の
貸
与
を
４
年
間
受
け
た
場
合
に
は
、
毎
月

１
万
４
２
２
２
円
を
18
年
間
か
け
て
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
第
一
種
奨
学
金
で
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
②
所
得
連
動
返
還
方
式
は
、

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
そ
の
年
の
毎
月
の
返
還

額
が
決
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
年
収
２
０
０
万

円
な
ら
毎
月
約
４
７
０
０
円
、
年
収
４
０
０
万

円
な
ら
毎
月
約
１
万
３
５
０
０
円
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
最
低
返
還
金
額

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
収
入
が
少
な

く
て
も
毎
月
２
０
０
０
円
は
返
還
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
所
得
連
動
返
還
方
式
で
は
、
こ
の

よ
う
な
毎
月
の
返
還
額
の
変
動
に
よ
り
、
返
還

期
間
が
決
ま
り
ま
す
。
収
入
が
少
な
い
状
態
が

続
く
場
合
は
返
還
期
間
が
長
引
く
こ
と
が
あ
る

点
に
は
留
意
が
必
要
で
す
。

５ 

返
還
が
難
し
く
な
っ
た
と
き

　

万
一
、
返
還
が
滞
る
と
延
滞
し
て
い
る
割
賦

金
額
に
延
滞
金（
年
５
％
）が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
人
や
保
証
人
に
督
促
の
電
話
や
通
知

が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
延
滞
が
３
カ
月
以

上
続
い
た
場
合
は
個
人
情
報
が
個
人
信
用
情
報

機
関
に
登
録
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
住

宅
ロ
ー
ン
の
契
約
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
貸
与
型
の
奨
学
金
は
、「
お
金
を

借
り
る
」
こ
と
な
の
だ
と
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。
機
関
保
証
を
利
用
し
て
い
た
場
合
は
、
一

定
期
間
の
督
促
後
に
保
証
機
関
が
代
わ
っ
て
残

額
を
一
括
返
還
し
、
そ
の
後
は
保
証
機
関
か
ら

本
人
に
返
還
の
請
求
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
証
料
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
返
還
で
き

な
く
な
っ
た
ら
保
証
機
関
が
返
還
し
て
く
れ
て

そ
れ
で
終
わ
る
と
勘
違
い
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
返
還
し
な
く
て

よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
病
気
な
ど
で
経
済
的
に
困
っ
て
返
還
が

難
し
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
期
間
は
返
還

金
額
を
２
分
の
１
ま
た
は
３
分
の
１
に
減
額
し

て
返
還
期
間
を
延
長
す
る
「
減
額
返
還
」
と
、

一
定
期
間
の
返
還
を
停
止
し
先
送
り
に
す
る

「
返
還
期
限
猶
予
」
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
返
還
の
総
額
が
減

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延
滞
し
て
い

る
場
合
に
は
減
額
返
還
を
申
請
で
き
な
い
の
で
、

返
還
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
延
滞
を
す
る

前
に
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
返
還
相
談

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
収
入
が
増
え
て
生
活
に
余
裕
が
出
て

き
た
場
合
な
ど
は
、
途
中
で
全
額
ま
た
は
一
部

の
繰
り
上
げ
返
還
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
部
繰
り
上
げ
返
還
の
場
合
は
、
返
還
金
額
に

応
じ
た
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
利
息
の
場
合
も
短
縮
し
た
期
間
の
利
息
は
か

か
ら
な
い
の
で
、
返
還
総
額
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

図表1：日本学生支援機構の奨学金（予約採用・大学）

日本学生支援機構「奨学金を希望する皆さんへ」をもとに筆者作成

第一種奨学金 第二種奨学金

無利息

利息付（上限3％)
利率固定方式
（2017年3月卒業0.33%）
利率見直し方式（5年ごと）
（2017年3月卒業0.01%）

高校の成績が学校の
平均水準以上など

高３の春、秋

30,000円、50,000円
80,000円、100,000円
120,000円
から選択

利息

募集時期

貸与金額（月額）

高校の評定平均3.5以上など学力基準

家計基準の目安
注:給与所得者は収入金額
給与以外は所得金額の上限額

保証制度
（どちらかを選択）

4人世帯の場合
給与所得者：747万円
給与以外：349万円

4人世帯の場合
給与所得者：1100万円
給与以外：692万円

高３の春

自宅 
（国立）：45,000円
（私立）：54,000円

自宅外
（国立）：51,000円
（私立）：64,000円
または30,000円

人的保証：連帯保証人（親）+保証人（親族、65歳未満）
機関保証：保証機関に保証料を払い引き受けてもらう
（保証料は毎月の奨学金から差し引かれる）
注：長期間滞納すると、クレジットカードや住宅ローンなどの
    新規契約ができなくなる場合あり

注：私立医歯学課程、私立薬獣医
学課程の場合、120,000円を選
択したときは、それぞれ40,000
円、20,000円の増額可

16くらし塾 きんゆう塾 2017年秋号



１ 

貸
与
型
奨
学
金

　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
利
用
さ
れ
る
奨
学
金

は
、
ほ
と
ん
ど
が
貸
与
型
で
、
無
利
息
の
第
一

種
奨
学
金
と
利
息
付
の
第
二
種
奨
学
金
が
あ
り

ま
す
。
希
望
す
れ
ば
誰
で
も
貸
与
を
受
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
学
生
本
人
の
学
力
と
家
計

（
世
帯
人
数
と
収
入
・
所
得
）の
そ
れ
ぞ
れ
に
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す（
図
表
１
）。
学
力
基

準
は
第
一
種
奨
学
金
な
ら
高
校
の
評
定
平
均
が

３
・
５
以
上
で
あ
る
こ
と
、
第
二
種
奨
学
金
な

ら
高
校
の
成
績
が
学
校
の
平
均
水
準
以
上
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
第
一
種
奨
学
金
の
希
望
者
の
う
ち
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
学
生
に
つ
い
て
は
学
力
基
準
に

満
た
な
く
て
も
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
家
計
基
準
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
自

営
業
者
か
、
ま
た
世
帯
人
数
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
例
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
４
人
世

帯
の
場
合
、
第
一
種
奨
学
金
で
年
収
７
４
７
万

円
以
下
、
第
二
種
奨
学
金
な
ら
年
収
１
１
０
０

万
円
以
下
が
目
安
で
す
。

　

貸
与
額
は
、
奨
学
金
の
種
類（
第
一
種
、
第

二
種
）や
、
進
学
す
る
学
校
の
種
類（
大
学
、
短

大
、
専
修
学
校
な
ど
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
月
に
３
万
円
か
ら
12
万
円
で
す
。
ま
た
、

入
学
月
に
10
万
円
か
ら
50
万
円
の
範
囲
で
増
額

し
て
も
ら
う
入
学
時
特
別
増
額
制
度
も
あ
り
ま

す
。

　

第
二
種
奨
学
金
は
利
息
付
で
す
が
、
在
学
中

は
利
息
が
課
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
金
利
は
住
宅
ロ

ー
ン
と
比
べ
て
も
か
な
り
低
い
水
準
と
い
え
ま

す
。
２
０
１
７
年
３
月
に
卒
業
し
た
学
生
に
適

用
さ
れ
た
利
率
は
、
利
率
固
定
方
式
で
０
・
３

３
％
、
利
率
見
直
し
方
式（
５
年
ご
と
に
市
中

金
利
に
応
じ
て
利
率
を
見
直
す
）で
０
・
０
１

％
で
し
た
。
金
利
の
上
限
は
３
％
と
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
利
率
固
定
方
式
と
利
率
見
直
し
方
式

の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
申
込
時
に
決
め
ま

す
が
、
在
学
中
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２ 

給
付
型
奨
学
金

　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
を
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
も
っ
と
も
、
今
の
と
こ
ろ
利
用
で
き
る
人

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
①
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
学
生
、
ま
た
は
②
18
歳
時
点
で
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
い
る
な
ど
社
会
的
養
護
が
必

要
な
学
生
で
、
学
力
資
質
と
も
に
優
秀
な
学
生

と
し
て
在
学
す
る
高
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
の

な
か
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。
給
付
額
は
進
学
先

の
学
校
の
種
類
と
自
宅
通
学
か
自
宅
外
通
学
か

で
異
な
り
ま
す
が
、
毎
月
２
万
円
か
ら
４
万
円

で
す
。
給
付
型
奨
学
金
だ
け
で
学
費
を
ま
か
な

う
に
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
に

苦
し
い
学
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
助
け
と
な
る

で
し
ょ
う
。
貸
与
型
の
第
一
種
奨
学
金
、
第
二

種
奨
学
金
と
併
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

３ 

貸
与
型
奨
学
金
の
申
込
み
か
ら
受
給
ま
で

　

貸
与
型
奨
学
金
の
申
込
み
方
法
に
は
、
大
学

・
短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
へ
の
進

学
前
に
行
う
予
約
採
用
と
、
進
学
後
に
行
う
在

学
採
用
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。
学
費
に
つ
い

て
心
配
す
る
こ
と
な
く
受
験
勉
強
な
ど
に
専
念

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
奨
学
金
の
貸
与

を
約
束
し
て
も
ら
え
る
予
約
採
用
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
予
約
採
用
の
募
集
は
通
っ
て
い
る
高
校

を
通
じ
て
行
わ
れ
、
募
集
時
期
は
原
則
と
し
て

毎
年
、
第
一
種
奨
学
金
は
春
、
第
二
種
奨
学
金

は
春
と
秋
で
す
。
た
だ
、
募
集
時
期
は
変
更
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
高
校
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
在
学
採
用
は
、
毎
年
春
に
進
学

先
の
学
校
で
募
集
が
行
わ
れ
ま
す（
具
体
的
な

募
集
時
期
は
必
ず
学
校
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）。
予
約
採
用
で
不
採
用
に
な
っ
た
場
合
も
、

在
学
採
用
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
予
約
採
用
の
場
合
に
は
通
っ
て

い
る
高
校
を
、
在
学
採
用
の
場
合
に
は
進
学
先

の
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
申
込
み
の
際
は

世
帯
の
収
入
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

申
込
時
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
て
、
前
述
の
①
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学

金
の
利
用
の
有
無
と
金
額
、
②
利
率
の
算
定
方

法（
利
率
固
定
方
式
か
利
率
見
直
し
方
式
か
）の

ほ
か
、
③
貸
与
月
額
、
④
保
証
制
度
、
⑤
返
還

方
式
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
④
保
証
制
度

に
つ
い
て
は
、
人
的
保
証
と
機
関
保
証
か
ら
選

択
し
ま
す
。
人
的
保
証
は
連
帯
保
証
人（
原
則

と
し
て
父
母
）お
よ
び
保
証
人（
主
に
お
じ
・
お

ば
）に
よ
る
保
証
で
す
。
機
関
保
証
は
保
証
機

関
に
保
証
料
を
支
払
っ
て
連
帯
保
証
し
て
も
ら

う
制
度
で
、
保
証
料
は
毎
月
の
奨
学
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。
例
え
ば
月
額
８
万
円
の
第
二

種
奨
学
金
を
借
り
て
４
年
制
の
大
学
に
通
う
場

合
の
保
証
料
は
月
額
４
３
２
０
円
で
す
。
い
ざ

保
証
人
を
頼
む
と
な
る
と
相
手
の
了
承
を
も
ら

う
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
人

的
保
証
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
場
合
は
、
早

め
に
お
願
い
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

奨
学
金
の
貸
与
が
始
ま
る
の
は
入
学
し
た
後

で
、
以
後
卒
業
す
る
年
の
３
月
ま
で
毎
月
銀
行

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
入
学
時
特
別
増
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
最
初
の
振
込

み
と
同
時
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
予
約
採
用
で

奨
学
金
の
受
給
が
決
ま
っ
て
い
て
も
、
入
学
手

続
き
に
必
要
な
費
用（
入
学
金
、
施
設
費
、
半

年
分
の
授
業
料
な
ど
）に
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金
を
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ

か
の
方
法
で
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

在
学
中
に
は
、
毎
年
１
回
「
奨
学
金
継
続

願
」
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
生
と
し
て

の
適
格
性
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
留
年
で
す
。
奨
学

金
の
受
給
は
、
確
実
に
学
業
を
修
了
で
き
る
こ

と
が
条
件
に
な
る
の
で
、
も
し
留
年
や
休
学
を

し
た
場
合
は
、
継
続
し
て
奨
学
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

４ 

奨
学
金
の
返
還

　

卒
業
し
て
か
ら
７
カ
月
後
、
３
月
に
卒
業
し

た
場
合
な
ら
10
月
に
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
返

還
は
、
①
定
額
返
還
方
式
と
②
所
得
連
動
返
還

方
式
の
う
ち
申
込
時
に
選
択
し
た
方
式
に
し
た

が
っ
て
行
い
ま
す（
第
二
種
奨
学
金
の
場
合
は

①
の
み
で
②
の
選
択
は
不
可
）。
①
定
額
返
還

方
式
の
場
合
、
月
返
還
額
と
返
還
期
間（
最
長

20
年
）は
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の
総
額
と

割
賦
方
法（
毎
月
同
額
か
ボ
ー
ナ
ス
月
に
増
額

す
る
か
）に
応
じ
て
自
動
的
に
決
ま
り
ま
す
。

例
え
ば
月
額
６
万
４
０
０
０
円
の
第
一
種
奨
学

金
の
貸
与
を
４
年
間
受
け
た
場
合
に
は
、
毎
月

１
万
４
２
２
２
円
を
18
年
間
か
け
て
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
第
一
種
奨
学
金
で
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
②
所
得
連
動
返
還
方
式
は
、

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
そ
の
年
の
毎
月
の
返
還

額
が
決
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
年
収
２
０
０
万

円
な
ら
毎
月
約
４
７
０
０
円
、
年
収
４
０
０
万

円
な
ら
毎
月
約
１
万
３
５
０
０
円
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
最
低
返
還
金
額

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
収
入
が
少
な

く
て
も
毎
月
２
０
０
０
円
は
返
還
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
所
得
連
動
返
還
方
式
で
は
、
こ
の

よ
う
な
毎
月
の
返
還
額
の
変
動
に
よ
り
、
返
還

期
間
が
決
ま
り
ま
す
。
収
入
が
少
な
い
状
態
が

続
く
場
合
は
返
還
期
間
が
長
引
く
こ
と
が
あ
る

点
に
は
留
意
が
必
要
で
す
。

５ 
返
還
が
難
し
く
な
っ
た
と
き

　

万
一
、
返
還
が
滞
る
と
延
滞
し
て
い
る
割
賦

金
額
に
延
滞
金（
年
５
％
）が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
人
や
保
証
人
に
督
促
の
電
話
や
通
知

が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
延
滞
が
３
カ
月
以

上
続
い
た
場
合
は
個
人
情
報
が
個
人
信
用
情
報

機
関
に
登
録
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
住

宅
ロ
ー
ン
の
契
約
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
貸
与
型
の
奨
学
金
は
、「
お
金
を

借
り
る
」
こ
と
な
の
だ
と
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。
機
関
保
証
を
利
用
し
て
い
た
場
合
は
、
一

定
期
間
の
督
促
後
に
保
証
機
関
が
代
わ
っ
て
残

額
を
一
括
返
還
し
、
そ
の
後
は
保
証
機
関
か
ら

本
人
に
返
還
の
請
求
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
証
料
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
返
還
で
き

な
く
な
っ
た
ら
保
証
機
関
が
返
還
し
て
く
れ
て

そ
れ
で
終
わ
る
と
勘
違
い
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
返
還
し
な
く
て

よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
病
気
な
ど
で
経
済
的
に
困
っ
て
返
還
が

難
し
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
期
間
は
返
還

金
額
を
２
分
の
１
ま
た
は
３
分
の
１
に
減
額
し

て
返
還
期
間
を
延
長
す
る
「
減
額
返
還
」
と
、

一
定
期
間
の
返
還
を
停
止
し
先
送
り
に
す
る

「
返
還
期
限
猶
予
」
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
返
還
の
総
額
が
減

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延
滞
し
て
い

る
場
合
に
は
減
額
返
還
を
申
請
で
き
な
い
の
で
、

返
還
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
延
滞
を
す
る

前
に
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
返
還
相
談

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
収
入
が
増
え
て
生
活
に
余
裕
が
出
て

き
た
場
合
な
ど
は
、
途
中
で
全
額
ま
た
は
一
部

の
繰
り
上
げ
返
還
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
部
繰
り
上
げ
返
還
の
場
合
は
、
返
還
金
額
に

応
じ
た
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
利
息
の
場
合
も
短
縮
し
た
期
間
の
利
息
は
か

か
ら
な
い
の
で
、
返
還
総
額
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

図表2：申込みから返還開始までの流れ
　　　  （予約採用の場合）

日本学生支援機構のホームページをもとに筆者作成

申込み
必要書類を高校に提出
インターネットで手続き

▼
採用候補者となる
高校を通じて

「採用候補者決定通知」が交付される

入 学
必要書類を進学先に提出

インターネットで進学届を提出
▼

採用（奨学金の貸与を受ける）
進学届の提出時期に応じて、
奨学金の振込みが始まる

奨学金の振込みは卒業する年の３月まで
▼

卒業（貸与終了）
▼
返 還

卒業後７カ月目に開始
（毎月、口座から引き落される）

募集（高校を通じて）

受験・進学先決定
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奨
学
金
を
利
用
す
る
前
に

考
え
る
こ
と

　

子
ど
も
が
高
校
生
に
な
り
、
進
路
を
決
め
る

時
期
が
近
づ
い
た
ら
、
親
子
で
将
来
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が

ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
将
来
学
校
で

何
を
学
び
た
い
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
確

な
進
路
は
、
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
決
め
な
け
れ
ば
、
教

育
費
の
資
金
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
も
見
直
す

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
進
路
を
絞
り
込
ん
で
、

そ
こ
に
通
い
卒
業
す
る
た
め
に
は
ど
の
程
度
の

お
金
が
必
要
か
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

受
験
情
報
誌
な
ど
で
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１ 

奨
学
金
を
い
く
ら
借
り
る
か

　

自
宅
か
ら
通
え
る
か
、
そ
れ
と
も
ア
パ
ー
ト

や
下
宿
か
ら
通
う
の
か
に
よ
っ
て
か
か
る
費
用

は
大
き
く
違
い
ま
す
が
、
必
要
と
な
る
の
は
学

費
と
、
教
科
書
代
や
交
通
費
、
生
活
費
、
お
小

遣
い
な
ど
で
す
。
学
費
以
外
に
い
く
ら
か
か
る

か
は
判
断
が
難
し
い
の
で
す
が
、
日
本
学
生
支

援
機
構
の
「
学
生
生
活
調
査
結
果
」（
図
表
３
）

を
参
考
に
し
て
総
額
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
自
宅
か
ら
私
立
大
学
に
通
う
場
合

の
支
出
が
年
間
約
１
７
７
万
円
だ
と
す
る
と
、

４
年
間
で
は
約
７
０
８
万
円
、
そ
れ
が
卒
業
ま

で
に
必
要
な
費
用
の
総
額
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
教
育
資
金
と
し
て
準
備
し
て
い
た
貯

蓄
額
を
差
し
引
き
ま
す
。
例
え
ば
、
学
資
保
険

で
１
０
０
万
円
を
準
備
で
き
て
い
る
な
ら
６
０

８
万
円
、
そ
れ
を
年
数×

12
で
割
り
ま
す
。
４

年
な
ら
約
12
万
７
０
０
０
円
、
こ
れ
が
毎
月
の

必
要
額
で
す
。
家
計
か
ら
は
教
育
費
と
し
て
毎

月
い
く
ら
支
出
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
多
少
は

本
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
も
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
家
計
か
ら
月
７
万
円
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

月
１
万
円
な
ら
残
り
は
４
万
７
０
０
０
円
。
こ

れ
が
奨
学
金
と
し
て
借
り
た
い
金
額
で
す
。

２ 

無
理
な
い
返
還
額
か
ら
借
入
額
を
考
え
直
す

　

次
に
、
そ
れ
を
卒
業
後
に
返
還
す
る
と
ど
の

く
ら
い
の
負
担
に
な
る
の
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
学
生
支
援
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
月
の
貸
与
額
に
応
じ
て

返
還
額
、
返
還
期
間
を
試
算
で
き
る
の
で
、
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
第
二
種
奨
学
金
の
平

均
貸
与
額
は
７
万
円
超
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

８
万
円
を
４
年
間
借
り
る
と
、
毎
月
１
万
６
０

０
０
円
と
利
息
を
20
年
間
返
還
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す（
図
表
４
）。
返
還
し
て
い
け
そ
う
か
、

そ
れ
と
も
家
計
か
ら
も
う
少
し
支
出
で
き
る
か
、

ま
た
ア
ル
バ
イ
ト
を
増
や
す
な
ど
し
て
奨
学
金

の
金
額
を
減
ら
せ
る
か
、
親
子
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

就
職
し
て
返
還
を
始
め
る
と
き
、
平
均
的
な

大
卒
初
任
給
は
20
万
円
程
度
で
、
そ
こ
か
ら
税

金
や
社
会
保
険
料
を
引
い
た
ら
、
手
取
り
は
16

万
円
程
度
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
生
活
費
も
自
分
で
支
出
す
る
と
な
る
と
、

自
由
に
使
え
る
お
金
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
23
歳
か
ら
20
年
間
か
け
て
返
還
す

る
な
ら
、
返
還
が
完
了
す
る
と
き
に
は
43
歳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
は
結
婚
し
て
子
ど

も
が
生
ま
れ
、
住
宅
購
入
を
考
え
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
返
還
を
続
け
る
こ
と
は
借
り
る

前
に
考
え
る
よ
り
ず
っ
と
大
変
に
な
る
は
ず
で

す
。
子
ど
も
が
社
会
人
に
な
っ
た
あ
と
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

奨
学
金
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
と
違
い
、
借
り

る
人
の
返
済
能
力
に
関
す
る
審
査
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
つ
い
多
く
借
り
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
足
り
な
い
と
困
る
か
ら
と
多
め
に
借
り

て
お
く
と
、
学
資
に
充
て
ず
に
済
ん
だ
お
金
を

遊
び
に
使
っ
て
し
ま
い
、
返
済
負
担
が
よ
り
重

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
足
り
な
く

な
る
よ
う
な
ら
貸
与
額
は
在
学
中
に
変
更
が
で

き
る
の
で
、
奨
学
金
の
金
額
は
必
要
最
低
限
に

抑
え
た
い
も
の
で
す
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
れ
ば
３
カ
月
以
上

の
延
滞
者
の
割
合
は
４
・
６
％
と
い
う
こ
と
で

す
。
延
滞
者
と
無
延
滞
者
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
し
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
「
奨
学

金
の
返
還
者
に
関
す
る
属
性
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

延
滞
を
す
る
人
に
は
い
く
つ
か
の
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
奨
学
金
申
込
み
を
決
め
た
時
期
が
遅

い
こ
と
、
学
生
本
人
が
申
請
書
類
の
作
成
に
関

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
返
還
義
務
を
知
ら
ず
に

申
請
し
た
人
が
多
い
こ
と
な
ど
で
す
。
進
学
の

た
め
の
費
用
が
足
り
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
か

ら
、
返
還
義
務
が
あ
る
こ
と
も
意
識
せ
ず
に
、

慌
て
て
親
主
導
で
申
請
し
た
の
で
は
、
延
滞
の

原
因
を
作
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
奨
学
金
返
還
を
援
助
す
る
予
定

で
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
返

還
の
責
任
を
負
う
の
は
学
生
本
人
で
す
。
先
ほ

ど
説
明
し
た
手
順
を
参
考
に
、
必
要
最
低
限
の

金
額
は
い
く
ら
か
を
親
子
で
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
以
外
の

奨
学
金
と
教
育
ロ
ー
ン

　

日
本
学
生
支
援
機
構
以
外
の
奨
学
金
と
し
て

は
、
自
治
体
や
民
間
団
体
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

募
集
時
期
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ

れ
る
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
給
付
型
の
も
の

も
多
い
の
で
探
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

同
機
構
以
外
の
奨
学
金
制
度
の
情
報
を
検
索
で

き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

は
地
元
企
業
に
就
職
し
て
定
住
す
れ
ば
奨
学
金

返
還
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
自
治
体
も
増
え

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

大
学
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
成
績
優
秀
者
に
対
す
る
給
付
型
の
奨
学
金
が

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
入
試
出
願
前
に
申
請

す
る
奨
学
金
を
創
設
す
る
私
立
大
学
が
増
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
早
稲
田
大
学
の
「
め
ざ
せ
！

都
の
西
北
奨
学
金
」
は
、
東
京
と
近
県
以
外
の

学
生
を
対
象
と
し
て
、
受
験
前
の
秋
に
募
集
・

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
が
決
ま
り
、
受
験

に
合
格
し
て
入
学
し
た
ら
奨
学
金
が
在
学
中
毎

年
給
付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
各
大
学
で

制
度
は
違
い
ま
す
が
私
立
大
学
だ
け
で
な
く
、

国
立
大
学
に
も
同
じ
よ
う
な
奨
学
金
制
度
を
設

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
貸
与
型
奨
学
金
と
比
較
さ
れ
る
の
が
教

育
ロ
ー
ン
で
す
が
、
い
く
つ
か
違
い
が
あ
り
ま

す
。
奨
学
金
は
学
生
が
借
り
、
卒
業
後
に
返
還

し
ま
す
。
有
利
息
の
場
合
も
在
学
中
は
無
利
息

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
教
育
ロ
ー
ン
は
、
親
が

借
り
て
翌
月
か
ら
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
利
息

は
借
り
た
直
後
か
ら
付
き
、
奨
学
金
と
比
べ
る

と
利
率
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

教
育
ロ
ー
ン
は
奨
学
金
と
比
べ
て
申
請
手
続
き

が
簡
単
で
、
借
入
れ
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
一

度
に
ま
と
め
て
借
り
ら
れ
る
の
が
利
点
で
す
。

例
え
ば
、
入
学
手
続
き
に
奨
学
金
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
や
親
の
収
入
が
比
較
的
高
く
て
奨
学

金
は
申
請
で
き
な
い
が
借
り
た
い
場
合
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

教
育
ロ
ー
ン
中
で
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
政
府
出
資
の
金
融
機
関
で
あ
る
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
す
。

現
在
の
金
利（
平
成
29
年
７
月
現
在
）は
１
・
８

１
％（
固
定
金
利
）で
３
５
０
万
円
ま
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
家
庭
で
世
帯
年
収
２

０
０
万
円
以
内
の
場
合
は
、
金
利
１
・
４
１
％

な
ど
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
収
入

制
限
が
あ
る
た
め
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
借

り
ら
れ
な
い
場
合
は
銀
行
な
ど
の
教
育
ロ
ー
ン

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

在
学
中
に
返
還
で
き
る

能
力
を
身
に
付
け
る

　

奨
学
金
は
、
学
生
が
経
済
的
な
理
由
で
進
学

を
あ
き
ら
め
な
い
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

し
か
し
、
貸
与
型
奨
学
金
は
卒
業
後
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
し
た
金
額
を
貸

し
て
も
ら
え
る
か
ら
と
、
返
還
を
考
え
ず
に
た

く
さ
ん
借
り
て
し
ま
い
、
卒
業
後
に
返
還
が
で

き
な
く
な
っ
て
苦
し
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
親
子
で
よ
く

話
し
合
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

無
理
な
く
返
還
し
続
け
ら
れ
る
、
堅
実
な
資
金

プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
に
お
金
の
話
を
す
る
の
を
た
め
ら
う

ご
両
親
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
17
歳
、
18

歳
に
な
れ
ば
、
も
う
家
庭
の
経
済
状
況
を
理
解

で
き
る
年
齢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
が
子

ど
も
の
た
め
に
教
育
資
金
を
準
備
し
て
き
た
の

だ
け
れ
ど
足
り
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
、

そ
れ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
奨
学
金
を
借
り
て
進

学
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
生
本
人
が
お
金
を
借

り
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
在
学
中

に
将
来
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
努
力
し
、

返
還
し
て
い
け
る
だ
け
の
能
力
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
親

子
で
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

図表3：学生生活費（大学）

出典：日本学生支援機構「平成26年度学生生活調査結果」

（単位：円）

自宅 下宿、アパート

国立 私立 国立 私立

502,700授業料 1,030,300 503,300 1,088,700

208,500その他の学費 339,100 120,400 285,800

711,200学費小計 1,369,400 623,700 1,374,500

102,300食費 97,300 284,700 255,900

─　　住居・光熱費 ─　　 487,500 429,700

34,400保健衛生費 36,800 36,000 36,400

119,400娯楽・し好費 131,400 135,800 143,900

132,000その他の日常費 134,700 146,900 150,100

388,100生活費小計 400,200 1,090,900 1,016,000

1,099,300合計 1,769,600 1,714,600 2,390,500

18くらし塾 きんゆう塾 2017年秋号



奨
学
金
を
利
用
す
る
前
に

考
え
る
こ
と

　

子
ど
も
が
高
校
生
に
な
り
、
進
路
を
決
め
る

時
期
が
近
づ
い
た
ら
、
親
子
で
将
来
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が

ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
将
来
学
校
で

何
を
学
び
た
い
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
確

な
進
路
は
、
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
決
め
な
け
れ
ば
、
教

育
費
の
資
金
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
も
見
直
す

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
進
路
を
絞
り
込
ん
で
、

そ
こ
に
通
い
卒
業
す
る
た
め
に
は
ど
の
程
度
の

お
金
が
必
要
か
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

受
験
情
報
誌
な
ど
で
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１ 

奨
学
金
を
い
く
ら
借
り
る
か

　

自
宅
か
ら
通
え
る
か
、
そ
れ
と
も
ア
パ
ー
ト

や
下
宿
か
ら
通
う
の
か
に
よ
っ
て
か
か
る
費
用

は
大
き
く
違
い
ま
す
が
、
必
要
と
な
る
の
は
学

費
と
、
教
科
書
代
や
交
通
費
、
生
活
費
、
お
小

遣
い
な
ど
で
す
。
学
費
以
外
に
い
く
ら
か
か
る

か
は
判
断
が
難
し
い
の
で
す
が
、
日
本
学
生
支

援
機
構
の
「
学
生
生
活
調
査
結
果
」（
図
表
３
）

を
参
考
に
し
て
総
額
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
自
宅
か
ら
私
立
大
学
に
通
う
場
合

の
支
出
が
年
間
約
１
７
７
万
円
だ
と
す
る
と
、

４
年
間
で
は
約
７
０
８
万
円
、
そ
れ
が
卒
業
ま

で
に
必
要
な
費
用
の
総
額
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
教
育
資
金
と
し
て
準
備
し
て
い
た
貯

蓄
額
を
差
し
引
き
ま
す
。
例
え
ば
、
学
資
保
険

で
１
０
０
万
円
を
準
備
で
き
て
い
る
な
ら
６
０

８
万
円
、
そ
れ
を
年
数×

12
で
割
り
ま
す
。
４

年
な
ら
約
12
万
７
０
０
０
円
、
こ
れ
が
毎
月
の

必
要
額
で
す
。
家
計
か
ら
は
教
育
費
と
し
て
毎

月
い
く
ら
支
出
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
多
少
は

本
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
も
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
家
計
か
ら
月
７
万
円
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

月
１
万
円
な
ら
残
り
は
４
万
７
０
０
０
円
。
こ

れ
が
奨
学
金
と
し
て
借
り
た
い
金
額
で
す
。

２ 

無
理
な
い
返
還
額
か
ら
借
入
額
を
考
え
直
す

　

次
に
、
そ
れ
を
卒
業
後
に
返
還
す
る
と
ど
の

く
ら
い
の
負
担
に
な
る
の
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
学
生
支
援
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
月
の
貸
与
額
に
応
じ
て

返
還
額
、
返
還
期
間
を
試
算
で
き
る
の
で
、
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
第
二
種
奨
学
金
の
平

均
貸
与
額
は
７
万
円
超
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

８
万
円
を
４
年
間
借
り
る
と
、
毎
月
１
万
６
０

０
０
円
と
利
息
を
20
年
間
返
還
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す（
図
表
４
）。
返
還
し
て
い
け
そ
う
か
、

そ
れ
と
も
家
計
か
ら
も
う
少
し
支
出
で
き
る
か
、

ま
た
ア
ル
バ
イ
ト
を
増
や
す
な
ど
し
て
奨
学
金

の
金
額
を
減
ら
せ
る
か
、
親
子
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

就
職
し
て
返
還
を
始
め
る
と
き
、
平
均
的
な

大
卒
初
任
給
は
20
万
円
程
度
で
、
そ
こ
か
ら
税

金
や
社
会
保
険
料
を
引
い
た
ら
、
手
取
り
は
16

万
円
程
度
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
生
活
費
も
自
分
で
支
出
す
る
と
な
る
と
、

自
由
に
使
え
る
お
金
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
23
歳
か
ら
20
年
間
か
け
て
返
還
す

る
な
ら
、
返
還
が
完
了
す
る
と
き
に
は
43
歳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
は
結
婚
し
て
子
ど

も
が
生
ま
れ
、
住
宅
購
入
を
考
え
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
返
還
を
続
け
る
こ
と
は
借
り
る

前
に
考
え
る
よ
り
ず
っ
と
大
変
に
な
る
は
ず
で

す
。
子
ど
も
が
社
会
人
に
な
っ
た
あ
と
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

奨
学
金
は
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
と
違
い
、
借
り

る
人
の
返
済
能
力
に
関
す
る
審
査
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
つ
い
多
く
借
り
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
足
り
な
い
と
困
る
か
ら
と
多
め
に
借
り

て
お
く
と
、
学
資
に
充
て
ず
に
済
ん
だ
お
金
を

遊
び
に
使
っ
て
し
ま
い
、
返
済
負
担
が
よ
り
重

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
足
り
な
く

な
る
よ
う
な
ら
貸
与
額
は
在
学
中
に
変
更
が
で

き
る
の
で
、
奨
学
金
の
金
額
は
必
要
最
低
限
に

抑
え
た
い
も
の
で
す
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
れ
ば
３
カ
月
以
上

の
延
滞
者
の
割
合
は
４
・
６
％
と
い
う
こ
と
で

す
。
延
滞
者
と
無
延
滞
者
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
し
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
「
奨
学

金
の
返
還
者
に
関
す
る
属
性
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

延
滞
を
す
る
人
に
は
い
く
つ
か
の
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
奨
学
金
申
込
み
を
決
め
た
時
期
が
遅

い
こ
と
、
学
生
本
人
が
申
請
書
類
の
作
成
に
関

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
返
還
義
務
を
知
ら
ず
に

申
請
し
た
人
が
多
い
こ
と
な
ど
で
す
。
進
学
の

た
め
の
費
用
が
足
り
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
か

ら
、
返
還
義
務
が
あ
る
こ
と
も
意
識
せ
ず
に
、

慌
て
て
親
主
導
で
申
請
し
た
の
で
は
、
延
滞
の

原
因
を
作
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
奨
学
金
返
還
を
援
助
す
る
予
定

で
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
返

還
の
責
任
を
負
う
の
は
学
生
本
人
で
す
。
先
ほ

ど
説
明
し
た
手
順
を
参
考
に
、
必
要
最
低
限
の

金
額
は
い
く
ら
か
を
親
子
で
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
以
外
の

奨
学
金
と
教
育
ロ
ー
ン

　

日
本
学
生
支
援
機
構
以
外
の
奨
学
金
と
し
て

は
、
自
治
体
や
民
間
団
体
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

募
集
時
期
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ

れ
る
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
給
付
型
の
も
の

も
多
い
の
で
探
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

同
機
構
以
外
の
奨
学
金
制
度
の
情
報
を
検
索
で

き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

は
地
元
企
業
に
就
職
し
て
定
住
す
れ
ば
奨
学
金

返
還
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
自
治
体
も
増
え

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

大
学
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
成
績
優
秀
者
に
対
す
る
給
付
型
の
奨
学
金
が

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
入
試
出
願
前
に
申
請

す
る
奨
学
金
を
創
設
す
る
私
立
大
学
が
増
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
早
稲
田
大
学
の
「
め
ざ
せ
！

都
の
西
北
奨
学
金
」
は
、
東
京
と
近
県
以
外
の

学
生
を
対
象
と
し
て
、
受
験
前
の
秋
に
募
集
・

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
が
決
ま
り
、
受
験

に
合
格
し
て
入
学
し
た
ら
奨
学
金
が
在
学
中
毎

年
給
付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
各
大
学
で

制
度
は
違
い
ま
す
が
私
立
大
学
だ
け
で
な
く
、

国
立
大
学
に
も
同
じ
よ
う
な
奨
学
金
制
度
を
設

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
貸
与
型
奨
学
金
と
比
較
さ
れ
る
の
が
教

育
ロ
ー
ン
で
す
が
、
い
く
つ
か
違
い
が
あ
り
ま

す
。
奨
学
金
は
学
生
が
借
り
、
卒
業
後
に
返
還

し
ま
す
。
有
利
息
の
場
合
も
在
学
中
は
無
利
息

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
教
育
ロ
ー
ン
は
、
親
が

借
り
て
翌
月
か
ら
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
利
息

は
借
り
た
直
後
か
ら
付
き
、
奨
学
金
と
比
べ
る

と
利
率
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

教
育
ロ
ー
ン
は
奨
学
金
と
比
べ
て
申
請
手
続
き

が
簡
単
で
、
借
入
れ
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
一

度
に
ま
と
め
て
借
り
ら
れ
る
の
が
利
点
で
す
。

例
え
ば
、
入
学
手
続
き
に
奨
学
金
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
や
親
の
収
入
が
比
較
的
高
く
て
奨
学

金
は
申
請
で
き
な
い
が
借
り
た
い
場
合
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

教
育
ロ
ー
ン
中
で
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
政
府
出
資
の
金
融
機
関
で
あ
る
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
す
。

現
在
の
金
利（
平
成
29
年
７
月
現
在
）は
１
・
８

１
％（
固
定
金
利
）で
３
５
０
万
円
ま
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
家
庭
で
世
帯
年
収
２

０
０
万
円
以
内
の
場
合
は
、
金
利
１
・
４
１
％

な
ど
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
収
入

制
限
が
あ
る
た
め
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
借

り
ら
れ
な
い
場
合
は
銀
行
な
ど
の
教
育
ロ
ー
ン

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

在
学
中
に
返
還
で
き
る

能
力
を
身
に
付
け
る

　

奨
学
金
は
、
学
生
が
経
済
的
な
理
由
で
進
学

を
あ
き
ら
め
な
い
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

し
か
し
、
貸
与
型
奨
学
金
は
卒
業
後
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
し
た
金
額
を
貸

し
て
も
ら
え
る
か
ら
と
、
返
還
を
考
え
ず
に
た

く
さ
ん
借
り
て
し
ま
い
、
卒
業
後
に
返
還
が
で

き
な
く
な
っ
て
苦
し
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
親
子
で
よ
く

話
し
合
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

無
理
な
く
返
還
し
続
け
ら
れ
る
、
堅
実
な
資
金

プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
に
お
金
の
話
を
す
る
の
を
た
め
ら
う

ご
両
親
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
17
歳
、
18

歳
に
な
れ
ば
、
も
う
家
庭
の
経
済
状
況
を
理
解

で
き
る
年
齢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
が
子

ど
も
の
た
め
に
教
育
資
金
を
準
備
し
て
き
た
の

だ
け
れ
ど
足
り
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
、

そ
れ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
奨
学
金
を
借
り
て
進

学
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
学
生
本
人
が
お
金
を
借

り
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
在
学
中

に
将
来
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
努
力
し
、

返
還
し
て
い
け
る
だ
け
の
能
力
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
親

子
で
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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図表4：第二種奨学金の返還額（4年制大学の場合）

毎月の貸与額 総貸与額 返還年数
0.33％の場合 3.00％の場合

毎月の返還額

3万円

5万円

8万円

10万円

12万円

144万円

240万円

384万円

480万円

576万円

13年

15年

20年

20年

20年

9,445円

13,688円

16,561円

20,702円

24,842円

11,293円

16,769円

21,531円

26,914円

32,297円
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